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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリアミド、ポリエステルまたはそれらの混合物からなる基材への接着に適したコーテ
ィング溶液であって、
　ａ）選択される有機溶剤に少なくとも０．５重量％の溶解度を有する、６～１２個の炭
素原子を有するラクタムから誘導されるポリアミド、２～１２個の炭素原子を有するジア
ミンと６～１２個の炭素原子を有する２価の酸とから誘導されるポリアミド、ポリプロピ
レングリコールジアミン、ポリエチレングリコールジアミンと６～１２個の炭素原子を有
する２価の酸から誘導されるポリアミド、およびこれらのポリアミドの混合物から選択さ
れるポリアミド、および
　ｂ）メラミン－ホルムアルデヒド、グリコールウリル－ホルムアルデヒド、ベンゾグア
ナミン－ホルムアルデヒドおよびこれらの混合物からなる群より選択される、ポリアミド
の重量に対して１～１００重量％の高イミノ、部分アルキル化または非アルキル化ホルム
アルデヒド樹脂
　を含むことを特徴とするコーティング溶液。
【請求項２】
　請求項１に記載のコーティング溶液が塗布されていることを特徴とする、ナイロンまた
はポリエステルからなる成形構造材。
【請求項３】
　（Ｉ）ポリアミド、ポリエステルまたはそれらの混合物からなる基材、（ＩＩ）下塗り
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された基材を形成するために前記基材に塗布されたコーティング溶液であって、メラミン
－ホルムアルデヒド、グリコールウリル－ホルムアルデヒド、ベンゾグアナミン－ホルム
アルデヒドおよびこれらの混合物からなる群より選択される、高イミノ樹脂、部分アルキ
ル化樹脂または非アルキル化ホルムアルデヒド樹脂を少なくとも０．５重量％含むコーテ
ィング溶液、並びに（ＩＩＩ）前記下塗りされた基材に塗布された、選択される有機溶剤
に少なくとも０．５重量％の溶解度を有する、６～１２個の炭素原子を有するラクタムか
ら誘導されるポリアミド、２～１２個の炭素原子を有するジアミンと６～１２個の炭素原
子を有する２価の酸とから誘導されるポリアミド、ポリプロピレングリコールジアミン、
ポリエチレングリコールジアミンと６～１２個の炭素原子を有する２価の酸から誘導され
るポリアミド、およびこれらのポリアミドの混合物から選択されるポリアミドを含むこと
を特徴とする塗装品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ナイロン基材やポリエステル基材に対するナイロンコーティングの接着力の
改善に関する。より詳しくは、本発明は、ナイロンおよびポリエステルからなる繊維、フ
ィルム、パーツなどに対する混合ナイロンポリマーの接着力を改善するための、選択され
る高イミノ含有ホルムアルデヒド樹脂またはそれらの部分的にアルキル化したかまたはア
ルキル化されていない誘導体の使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ナイロン「マルチポリマー」は、ナイロンポリマーが少なくとも２つのタイプのナイロ
ン構造単位を混合して含むよう、ナイロン生成モノマーの混合物から製造されたナイロン
である。このタイプのナイロンは、種々のコーティング用および接着用に市販されている
。一般に、これらのナイロンは有機溶剤に容易に溶解するので、通常は溶液として用いら
れる。例えば、本願特許出願人発行の小冊子「エルバマイド・ナイロンマルチポリマー・
レジンズ・プロパティーズ・アンド・ユースズ（Ｅｌｖａｍｉｄｅ（登録商標）　Ｎｙｌ
ｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｏｌｙｍｅｒ　Ｒｅｓｉｎｓ，Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ　ａｎｄ　Ｕｓ
ｅｓ）」（１９７７年９月）および本願特許出願人発行の小冊子「エルバマイド・ナイロ
ンマルチポリマー・レジンズ・フォア・スレッド・ボンディング（Ｅｌｖａｍｉｄｅ（登
録商標）　Ｎｙｌｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｏｌｙｍｅｒ　Ｒｅｓｉｎｓ　ｆｏｒ　Ｔｈｒｅａ
ｄ　Ｂｏｎｄｉｎｇ）」（１９７７年１０月）を参照されたい。
【０００３】
　一般に、縫糸は、縫製作業中の磨耗を防止するために、ポリマー材料（そして多くの場
合、潤滑剤が添加される）で被覆される。さらに、縫製用マルチフィラメント撚糸では、
ポリマーコーティング（糸結合とも称する）は、個々の繊維のほつれやほぐれ（撚り戻り
）も防止する。一般に、本願特許出願人の小冊子、１９９０年１２月号およびエム．アイ
．コーハン（Ｋｏｈａｎ，Ｍ．Ｉ．）著「ナイロン・プラスチックス・ハンドブック（Ｎ
ｙｌｏｎ　Ｐｌａｓｔｉｃｓ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ）」（ハンセン／ガードナー・パブリケ
ーションズ・インコーポレーション（Ｈａｎｓｅｎ／Ｇａｒｄｎｅｒ　Ｐｕｂｌｉｃａｔ
ｉｏｎｓ，Ｉｎｃ．）（１９９５年）、ｐ．２８３－２９０）を参照されたい。
【０００４】
　ナイロンマルチポリマーは、この数十年間、糸の結合に用いられてきた。しかしながら
、例えば最近の要求度の高い適用に見られるように、糸に対するコーティングの接着性を
改善する要求が高まってきている。このことは、また、例えばかばん類や自動車用のエア
ーバッグにおけるような密に織られた布地や、レザーなどの織物に適用する場合も、極め
て重要である。そのような用途では、糸の磨耗度は高く、作動している針の温度は、衣服
の場合のように、粗く織られた布地に適用した場合に比べて、はるかに高い。コーティン
グの接着力が不十分であると、コーティングが糸の表面から剥がれる「蛇皮（Ｓｎａｋｅ
　Ｓｋｉｎ）」現象が発生する。この結果、弱いコーティング材になり、針の動きが止ま
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ることによって作業を中断せざるを得なくなる。さらに、糸の表面検査をすれば分るよう
に、弱いコーティング材は、見栄えのしない製品を生み出す。
【０００５】
　縫糸と織物の場合には、ナイロン－コポリマー、ターポリマーおよびより高次なマルチ
ポリマーがコーティング用に使われる。これらのポリマーは、通常、有機溶剤、特にアル
コールに可溶である。ナイロンコーティングは、一般に、糸をナイロンマルチポリマー溶
液に浸漬し、その後、乾燥室を通し、さらに、通常ナイロン混合ポリマーの融点より高温
に設定された溶融室を通すことによって行われる。糸上のナイロンマルチポリマーコーテ
ィングが溶融することによって、接着力が増大する。ナイロン混合ポリマーは、強靭で、
優れた耐摩擦性を有し、かつ、容易に溶剤に溶解することから、このような用途に好適で
ある。これらの手順とナイロン混合重合体の利点について、詳しくは、前述した本願特許
出願人発行の小冊子、エルバマイド（Ｅｌｖａｍｉｄｅ（登録商標））（１９７７年１０
月）」」、および「ナイロン・プラスチックス・ハンドブック（Ｎｙｌｏｎ　Ｐｌａｓｔ
ｉｃｓ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ）」を参照されたい。
【０００６】
　上記小冊子には、エポキシ、フェノール－ホルムアルデヒド、メラミン－ホルムアルデ
ヒドなどの熱硬化性樹脂でナイロンマルチポリマーを架橋することによって、コーティン
グの接着力を改善できることが記載されている。ナイロンマルチポリマーは、これらの熱
硬化性樹脂と反応し、熱硬化性－熱可塑性組成物を生成する。
【０００７】
　米国特許公報（特許文献１）には、完全にアルキル化されたメラミン‐ホルムアルデヒ
ド樹脂である、サイテック・インダストリー・インコーポレーション（Ｃｙｔｅｋ　Ｉｎ
ｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．，）から入手可能なサイメル（Ｃｙｍｅｌ（登録商標））１
１３５と、強酸性触媒とを使用した、ナイロン６／６６／６９、ナイロン６／６６／６１
０およびナイロン６／６６／６１２のターポリマーの架橋について記載されている。架橋
の程度は、架橋後のコーティング材の元の溶剤に対する非溶解性で測定された。架橋され
たナイロンコーティングは溶剤に不溶となる。しかしながら、接着力や耐ほぐれ性がどの
程度改善されたかについてのデータは示されていない。
【０００８】
　ホルムアルデヒドから誘導された様々なタイプの架橋剤とその反応性（ｒｅ－ａｃｔｉ
ｖｉｔｉｅｓ）が、サイテック（Ｃｙｔｅｋ）から入手できる小冊子「ハイ・ソリッド・
アミノ・クロスリンキング・エージェント（Ｈｉｇｈ　Ｓｏｌｉｄｓ　Ａｍｉｎｏ　Ｃｒ
ｏｓｓｌｉｎｋｉｎｇ　Ａｇｅｎｔｓ）」（１９９４年９月）に記載されている。例えば
、後述するいくつかの数実施例で用いたサイメル（Ｃｙｍｅｌ（登録商標））３２５は、
１．０重量％の遊離ホルムアルデヒドを含んでいる。サイメル（Ｃｙｍｅｌ（登録商標）
）の他のグレードには、遊離ホルムアルデヒドを３．５重量％まで含むものがあり、本発
明の実施に有用である。これらの架橋剤および他の架橋剤は、アミン官能基とホルムアル
デヒドとを反応させ、アミン官能基の水素をヒドロキシメチル基で置換することによって
調整される。このヒドロキシルメチル基をアルコールと反応させてヒドロキシ基をアルコ
キシに変換する。反応の程度により多くのクラスの架橋剤を作ることが可能である。例え
ば、メラミン－ホルムアルデヒド架橋性樹脂の中には商業的に入手可能なタイプがある。
メラミン（下記構造１）中のアミノ官能基の部分的反応により、いくつかの水素のみがヒ
ドロキシメチル基に置換した構造２が得られる。
【０００９】
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【化１】

【００１０】
【化２】

【００１１】
アルコールによって構造２をアルキル化すると、構造３に示すようにヒドロキシ基がアル
コキシ基に変換される。
【００１２】
【化３】

【００１３】
　構造３にあるようなタイプの官能基を有するメラミン－ホルムアルデヒド樹脂は、高イ
ミノ型樹脂に分類される。ホルムアルデヒドによってメラミンの完全置換反応を行い、そ
の後、部分的にアルキル化させると構造４になる。
【００１４】
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【化４】

【００１５】
　このタイプの官能基を含む樹脂は、部分アルキル化樹脂に分類される。アルコールとの
反応を完結させると、完全にアルキル化された誘導体（構造５）が得られる。
【００１６】

【化５】

【００１７】
　当業者であれば、種々に異なるクラスの官能基（例えば、アミノまたはアルコキシ基）
を有する分子を設計できることが容易に理解できるであろう。各クラスの化合物は化学的
に別個のものであり、異なる特性と反応性を有する。サイメル（Ｃｙｍｅｌ（登録商標）
）１１３５のような完全にアルキル化された樹脂は、反応を開始するのに強酸による触媒
作用を必要とする。
【００１８】
　ナイロン基材やポリエステル基材に対するナイロンコーティングに関して、その全体と
しての接着力を改善するような技術が以前から求められていた。そのような接着力の改善
は、作られる製品の美的な品質を向上させるとともに、想定した最終製品に合致しない不
良品を減少させるという経済的利益ももたらすであろう。
【００１９】
【特許文献１】米国特許第４，９９２，５１５号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　本発明の目的は、ナイロン、ポリエステルおよびそれらの混合物に対するナイロンコー
ティングの接着力を改善するための処理技術とコーティング溶液を開発することにある。
この開発は、糸のみならず、そのような接着力が要求されるいかなる基材にも一般に適用
可能である。本発明の目的は、また、モノフィラメント、マルチフィラメント、フィルム
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、チューブ、成形品などの様々な用途に容易に適用でき、かつ有用な技術と溶液を提供す
ることにある。本発明の特徴は、材料が広く取り扱われ、操作されるという厳しい適用に
適合し得る接着剤自身の耐久性にある。本発明の利点は、様々な溶剤を使用できることに
ある。これらやその他の本発明の目的、特徴および利点は、次に記載する本発明の説明に
よってさらに十分に理解させるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　ポリアミド、ポリエステルまたはそれらの混合物からなる基材に対するポリアミドの接
着力を高めるコーティング溶液を、ここに開示する。これらの溶液は、
　（ａ）選択される有機溶剤に対して少なくとも０．５重量％の溶解度を有するポリアミ
ド、および
　（ｂ）メラミン－ホルムアルデヒド、グリコールウリル－ホルムアルデヒド、ベンゾグ
アナミン－ホルムアルデヒドおよびその混合物からなる群より選択される、ポリアミドの
重量に対して１～１００重量％の高イミノ、部分アルキル化または非アルキル化ホルムア
ルデヒド樹脂
　を含む。
【００２２】
　ホルムアルデヒドの重量に対して０～２０重量％の触媒を、必要に応じて、添加しても
よい。また、完全にアルキル化した、メラミン－ホルムアルデヒド樹脂、グリコールウリ
ル－ホルムアルデヒド樹脂またはベンゾグアナミン－ホルムアルデヒド樹脂を添加しても
よい。樹脂（ｂ）は接着力の促進剤として作用する。樹脂（ｂ）は、ポリアミドの重量に
対して１～４０重量％（より好ましくは１～２０重量％）の範囲で配合することが好まし
い。
【００２３】
ここではまた、本発明のコーティング溶液を上記基材にコーティングする方法も開示する
。これらの方法は当業者には容易に理解される。例えばここに記載されている糸へのコー
ティング方法を参照されたい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　コーティング剤として本発明の目的に適したナイロンは、アルコール、フェノール、ク
レゾール、またはこれらの混合溶剤における溶解度が少なくとも０．５重量％であるとい
う条件付きで、６～１２個の炭素原子を有するラクタムから誘導されるポリアミド、２～
１２個の炭素原子を有するジアミンと６～１２個の炭素原子を有する２価の酸とから誘導
されるポリアミド、ポリプロピレングリコールジアミンまたはポリエチレングリコールジ
アミンと６～１２個の炭素原子を有する２価の酸から誘導されるポリアミド、およびこれ
らのポリアミドの混合物である。コーティング剤に適したポリアミドは、６／６６コポリ
マー、または６／６６／Ｘなどのマルチポリマーが好ましい。ここでＸは７～１２個の炭
素原子を有するラクタムから誘導されるポリアミドまたは２～１２個の炭素原子を有する
ジアミンと６～１２個の炭素原子を有する２価の酸とから誘導されるポリアミドである。
【００２５】
　本発明に適した溶剤は、メタノール、エタノール、１－プロパノール、２－プロパノー
ル、１－ブタノール、フルフリルアルコール、ベンジルアルコール、フェノールおよびｍ
－クレゾールまたはこれらの溶剤の組み合わせである。選択された溶剤または溶剤の組み
合わせには、水が含まれていてもよい。さらに、塩素化された溶剤が希釈剤として添加さ
れていてもよい。当業者には理解されているが、適切な溶剤の選択は、基材の形状や大き
さ、物品の厚さなどの要因にもよるであろう。
【００２６】
　モノフィラメント、マルチフィラメント、フィルムまたはチューブの基材に適したポリ
アミドの実施例としては、４～１２個の炭素原子を有するジアミンと６～１２個の炭素原
子を有する２価の酸から誘導されるポリアミド、６～１２個の炭素原子を有するラクタム



(7) JP 4163000 B2 2008.10.8

10

20

30

40

50

から誘導されるポリアミド、および前記モノマーからなる混合ポリマーが挙げられる。モ
ノフィラメント、マルチフィラメント、フィルムまたはチューブに適したポリエステルの
実施例としては、ポリエチレンテレフタレート、ポリプロピレンテレフタレート、または
ポリブチレンテレフタレート、およびこれらのコポリマーが挙げられる。ポリマー間の接
着性と親和性は、２つのポリマーが同じクラスまたはタイプである時に好ましく、すなわ
ち、極性ポリマーは他の極性ポリマーに対し良好な接着性を示す傾向があることは、当業
者とっては周知である。したがって、ナイロンは、本来、ポリエステルより他のナイロン
との接着性に優れている。
【００２７】
　本発明に適したメラミン－ホルムアルデヒド樹脂は、サイメル（Ｃｙｍｅｌ（登録商標
））３２５、１１５８、３８５、１１７２および１１２３のようにイミノ成分とヒドロキ
シメチル成分を含むものである。これらは、サイテック・インダストリー・インコーポレ
ーション（Ｃｙｔｅｋ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ、Ｉｎｃ．）から入手可能な商業銘柄の材
料である。これらのメラミン－ホルムアルデヒド樹脂は、触媒を使用してもしなくても、
ナイロンマルチポリマー溶液に加えられ、単一溶液として基材に塗布されることが好まし
い。しかしながら、これらのメラミン－ホルムアルデヒド樹脂は、触媒を使用してもしな
くても、基材に下塗りすることができ、かなりの効果を得ることができる。
【００２８】
　触媒としては、燐酸などの無機酸、ｐ－トルエンスルホン酸、酢酸、シュウ酸、および
フタル酸などの有機酸が適している。
【００２９】
　モノフィラメント、チューブ、織物、フィルムおよび他の押出品または成型品のような
糸以外の材料もまた、多くの場合、ナイロンポリマーをコーティングして表面特性を向上
させることができる。これらの特性としては、例えば、耐磨耗性、遮断性、または、次の
工程で受け入れられ易くするために、その表面を極性化するようなポリエステルなどのポ
リマーの表面の改質が挙げられる。
【００３０】
　本発明のコーティング溶液を施した物品もまたここに開示し、権利を請求する。ポリア
ミド、ポリエステルまたはそれらの混合物を基材とする物品をまず用意する。次いで、そ
れにコーティング溶液を塗布して、下塗りした基材を得る。コーティング溶液は、メラミ
ン－ホルムアルデヒド、グリコールウリル－ホルムアルデヒド、ベンゾグアナミン－ホル
ムアルデヒドおよびそれらの混合物からなる群より選択される、高イミノ、部分アルキル
化または非アルキル化ホルムアルデヒド樹脂を、少なくとも０．５重量％含む。最後に、
選択される有機溶剤に少なくとも０．５重量％の溶解度を有するポリアミドを下塗りした
基材に塗布する。
【００３１】
　本発明は、次の実施例を参照することにより、さらに理解され、評価されるであろう。
【実施例】
【００３２】
　　（糸へのコーティング手順）
　糸へのコーティングは、先に引用した本願特許出願人発行の小冊子、エルバマイド（Ｅ
ｌｖａｍｉｄｅ（登録商標））（１９７７年１０月）」」、および「ナイロン・プラスチ
ックス・ハンドブック（Ｎｙｒｏｎ　Ｐｌａｓｔｉｃｓ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ）」に記載さ
れているものと類似の研究室規模のコーティング装置を用いて行った。乾燥部および溶融
部を、電気チューブヒータを通過させた高温窒素によって加熱する。その電気ヒータは乾
燥部および溶融部の温度を個々に調整できる制御装置を備えている。通常のコーティング
実験では、コーティング溶液を滴下漏斗から連続滴下することによりコーティング溶液を
含浸させたチーズクロスの間に糸を通す。乾燥部における糸の滞留時間は６秒とし、溶融
部においても６秒とする。滞留時間はスプールモータの巻き上げ速度で調整する。正確な
比較の基準を与えるために、明記した糸は常に同じスプールから選んだ。
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　　（耐磨耗性およびプライ間接着力）
　コーティングの後、試験前の６日間、糸を５０％の相対湿度（ＲＨ）のチャンバー内に
適切に設置しておく。糸の一端を電気モータで駆動する往復運動アーム（速度４４サイク
ル／分）に繋ぎ、他端に２３０．０ｇの錘を付ける（糸がナイロン６６のモノフィラメン
トと擦り合うように）。糸は、直径０．０２５インチ～０．０３０インチのナイロン６６
のモノフィラメントの上に垂れ下がっている。サイクル数を記録するカウンターが備えら
れている。試験の間、糸の外観を５０倍の拡大レンズを通して目視により観察する。コー
ティングの磨耗が観察された時点を、サイクル数で測定する。サイクル数の増大は、耐磨
耗性の増大を意味する。
【００３４】
　試料のプライ間接着力は、コーティングした撚糸を、元の撚りと逆の方向に捩ることに
よって定性的に比較する。０から３の定性的な等級システムを用いた。０はプライ間が完
全に分離した場合、１はプライ間は分離しているが、部分的に密着している部分があった
場合、２はプライ間の小さな部分のみが分離した場合、３は分離が全く見られなかった場
合である。どちらともとれる場合は、等級付けに０．５の単位を使用した（例えば、「１
．５」や「２．５」等）。
【００３５】
　　（実施例１および２）
　エルバマイド（Ｅｌｖａｍｉｄｅ（登録商標））８０６１とメタノールを電磁攪拌器と
凝縮器を備えたフラスコ中で加熱して、１１．０重量％のエルバマイド（Ｅｌｖａｍｉｄ
ｅ（登録商標））８０６１溶液を調製した。必要とされる溶液の量は、コーティングする
糸の量による。通常の実験では、１１．０ｇのエルバマイド（Ｅｌｖａｍｉｄｅ（登録商
標））８０６１と８９．０ｇのメタノールを加熱して１００ｇの溶液を調製する。
【００３６】
　２１０デニール、３プライのナイロン糸を、乾燥部において６秒、溶融部において６秒
の滞留時間で、前述の方法でコーティングした。結果を次表に示す。
【００３７】

【表１】

【００３８】
　　（実施例３および４）
　１１．０重量％のエルバマイド（Ｅｌｖａｍｉｄｅ（登録商標））８０６１、２．０重
量％のサイメル（Ｃｙｍｅｌ（登録商標））１１３５、および０．２重量％のｐ－トルエ
ンスルホン酸を含むメタノール溶液を実施例１と同様にして調製した。この溶液を用い、
実施例１と同様にして、２１０デニール、３プライのナイロン糸にコーティングした。こ
の実施例は、完全にアルキル化されたメラミン－ホルムアルデヒド架橋剤と強酸触媒を用
いる米国特許公報（特許文献１）に従ったものである。
【００３９】
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【表２】

【００４０】
　結果は、低い溶融温度（実施例３）では、耐磨耗性はエルバマイド（Ｅｌｖａｍｉｄｅ
（登録商標））８０６１のみの場合（実施例１）と比べて大きな差がないことを示してい
る。高い溶融温度のとき（実施例４）の耐磨耗性は、かなりの向上が見られるが、プライ
間接着力は非常に弱くなっている。
【００４１】
　　（実施例５～１６）
　１１．０重量％のエルバマイド（Ｅｌｖａｍｉｄｅ（登録商標））８０６１と種々のサ
イメル（Ｃｙｍｅｌ（登録商標））架橋剤との組み合わせで先の実施例と同様にしてコー
ティング溶液を調製した。これらの溶液を用い、実施例１と同様にして、２１０デニール
、３プライのナイロン糸にコーティングした。
【００４２】

【表３】

【００４３】
　比較例５および６は、米国特許公報（特許文献１）による他の完全アルキル化メラミン
－ホルムアルデヒド樹脂の使用例である。低い溶融温度（比較例５）では、耐磨耗性はエ
ルバマイド（Ｅｌｖａｍｉｄｅ（登録商標））８０６１単独の実施例（比較例１）より僅
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かに良く、プライ間接着力も良好である。しかしながら、高い溶融温度では、耐磨耗性は
向上しているが、プライ間接着力は弱くなっている（比較例６）。他方、高イミノ架橋剤
のサイメル（Ｃｙｍｅｌ（登録商標））３２５（実施例７～１０）、部分アルキル化架橋
剤の３８５（実施例１１～１４）、および完全アルキル化したサイメル（Ｃｙｍｅｌ（登
録商標））３０３との混合物（実施例１５および１６）の使用では、耐磨耗性およびプラ
イ間接着力がともに良好であった。
【００４４】
　　（実施例１７～３６）
　１１．０重量％のエルバマイド（Ｅｌｖａｍｉｄｅ（登録商標））８０６１と種々のサ
イメル（Ｃｙｍｅｌ（登録商標））架橋剤の組み合わせで先の実施例と同様にしてコーテ
ィング溶液を調製した。その後、これらの溶液を用い、比較例１と同様にして、２２０デ
ニール、３プライのポリエチレンテレフタレート糸にコーティングした。
【００４５】
【表４】

【００４６】
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　エルバマイド（Ｅｌｖａｍｉｄｅ（登録商標））８０６１を単独で用いた比較例１７お
よび１８では、耐磨耗性は、ナイロン糸の比較例１および２で得られた値と比べると非常
に低く、僅かに１４であった。この耐磨耗性における差は、ナイロンとポリエステルのよ
うな非類似ポリマー間の接着性が本来低いことの例証となる。それでもプライ間接着力は
かなり良好である。米国特許公報（特許文献１）に記載されているような、サイメル（Ｃ
ｙｍｅｌ（登録商標））１１３５または３０３のような完全アルキル化メラミン－ホルム
アルデヒド架橋剤とｐ‐トルエンスルホン酸触媒を使用しても、耐磨耗性は十分に改善さ
れなかった（比較例１９～２２）。他方、サイメル（Ｃｙｍｅｌ（登録商標））３２５や
１１５８などの高イミノメラミン－ホルムアルデヒド架橋剤の使用によって、耐磨耗性お
よびプライ間接着力のいずれもが大きく改善された。
【００４７】
　　（実施例３７～４０）
　２２０デニール、３プライのポリエチレンテレフタレート糸に、６．０重量％のサイメ
ル（Ｃｙｍｅｌ（登録商標））３５０と１．０重量％のｐ－トルエンスルホン酸触媒を含
むメタノール溶液を、８０℃の乾燥部における滞留時間を６秒、１７０℃の溶融部におけ
る滞留時間を６秒として、下塗りした。この下塗りした糸に、その後、実施例１と同様に
して、１１．０重量％のエルバマイド（Ｅｌｖａｍｉｄｅ（登録商標））８０６１を含む
メタノール溶液を、触媒を加えることなくコーティングし（実施例３７および３８）、ま
た、１１．０重量％のエルバマイド（Ｅｌｖａｍｉｄｅ（登録商標））８０６１と１．０
重量％のｐ－トルエンスルホン酸を含むメタノール溶液をコーティングした（実施例３９
および４０）。
【００４８】
【表５】

【００４９】
　結果は、ポリエステル糸を完全アルキル化樹脂であるサイメル（Ｃｙｍｅｌ（登録商標
））３５０で下塗りすることにより、比較例１９～２２と対照的に、非常に良好な耐磨耗
性とプライ間接着力が得られることを示している。下塗り後のエルバマイド（Ｅｌｖａｍ
ｉｄｅ（登録商標））８０６１によるコーティングに触媒を用いることは、結果として良
くも悪くもないことが確認された。
　本発明の好ましい態様を以下に示す。
１．　ポリアミド、ポリエステルまたはそれらの混合物からなる基材への接着に適したコ
ーティング溶液であって、
　ａ）選択される有機溶剤に少なくとも０．５重量％の溶解度を有するポリアミド、およ
び
　ｂ）メラミン－ホルムアルデヒド、グリコールウリル－ホルムアルデヒド、ベンゾグア
ナミン－ホルムアルデヒドおよびこれらの混合物からなる群より選択される、ポリアミド
の重量に対して１～１００重量％の高イミノ、部分アルキル化または非アルキル化ホルム
アルデヒド樹脂
を含むことを特徴とするコーティング溶液。
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２．　ホルムアルデヒド樹脂の重量に対して２０重量％以下の触媒をさらに含むことを特
徴とする１．に記載のコーティング溶液。
３．　前記触媒が、無機酸であることを特徴とする２．に記載のコーティング溶液。
４．　前記溶剤が、メタノール、エタノール、１－プロパノール、２－プロパノール、１
－ブタノール、フルフリルアルコール、ベンジルアルコール、フェノールおよびｍ‐クレ
ゾールおよびこれらの混合物からなる群より選択されることを特徴とする１．に記載のコ
ーティング溶液。
５．　前記樹脂（ｂ）が、ポリアミドの重量に対して１～４０重量％の量で存在すること
を特徴とする１．に記載のコーティング溶液。
６．　前記樹脂（ｂ）が、ポリアミドの重量に対して１～２０重量％の量で存在すること
を特徴とする１．に記載のコーティング溶液。
７．　前記樹脂（ｂ）が、高イミノであるかまたは部分アルキル化されていることを特徴
とする１．に記載のコーティング溶液。
８．　１．に記載のコーティング溶液が塗布されていることを特徴とする、ナイロンまた
はポリエステルからなる成形構造材。
９．　（Ｉ）ポリアミド、ポリエステルまたはそれらの混合物からなる基材、（ＩＩ）下
塗りされた基材を形成するために前記基材に塗布されたコーティング溶液であって、メラ
ミン－ホルムアルデヒド、グリコールウリル－ホルムアルデヒド、ベンゾグアナミン－ホ
ルムアルデヒドおよびこれらの混合物からなる群より選択される、高イミノ樹脂、部分ア
ルキル化樹脂または非アルキル化ホルムアルデヒド樹脂を少なくとも０．５重量％含むコ
ーティング溶液、並びに（ＩＩＩ）前記下塗りされた基材に塗布された、選択される有機
溶剤に少なくとも０．５重量％の溶解度を有するポリアミドを含むことを特徴とする塗装
品。
１０．　前記コーティング溶液（ＩＩ）が、ホルムアルデヒド樹脂の重量に対して２０重
量％以下の触媒をさらに含むことを特徴とする９．に記載の塗装品。
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